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尭
遣
口
年
寒
月
一一や

一
日
第
三
種
郵

便
物
認
可

(
伍
月

一
回

噌
日
號
行
)

行 幾 日 一 月 二 十 年 六 和 昭

酪
調

叢

家

屋
税
移
管

問
題

・
・
:

…

景
気

攣
動

ε
前
進

攣
動

・
・
…

時

論
…

税

制

整

理

を
論

ず

:

:

・
:

研

究

米

穀

の

生

産

費

紅

開

山
。
'る

一
考

欝

指

数

吟

味

の

基

準

.

.

.

.

.
,

清

算

市

場

取

引

の

二

形

式

に

就

h

十

九

世

紀

末

の

国

際

農

業

恐

慌

・

蜀

塾

Lへ
眼

行

ご
中

小

工

業

金

融

・

ヨ

へっコ

　
ノと
コロ
ノノ

　

ノ
　

ニ
ロ
ノ
ヨ　
　　

塾
覗

艸
死

再

び
育

子
教

論
書

に

つ
い
て

.

.

景
氣
攣
動

の
腿
献
靭
ド
イ
ツ
の
失
業

中

世

の
都
市
財

政

.

.

.

.

.

.

.

附

録

新
着

外
國
経
済
雑
誌
主
要
論

題

本
誌
第

三
十
三
巻
総
目
録

金 恐 に'

融 慌 就 ・老
い'

"て

・
縄
濟

學
博
士

'
経

濟

學

士

・
経

濟

學

士

寵

河

戸
　
1=

輕

濟

學

士

繹

濟

學

士

経

済

學

士

縄

濟

學

士

樫
濟
墨
摺
士

法

學

博
士

文
學
博

士
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景
気

麺
動

の
型

よ
り
見
た
る
ド
イ

ツ
の
失
…栗

景
気

攣
動

の
型
よ
り
見
た

る

ド
イ

ツ
の
失

業

松

岡

孝

兇

剛

資
本
主
義
は
そ
の
獲
展

の
流

れ
の
摩
擦
に
於
い
て
、
自
ら
沈

澱
を
生
ぜ
し
め
る
。
特

に
そ
の
沈
澱
は
、
そ
の
流
速

の
低
下
す

る
に
從

っ
て
加
速
度
的
に
増
加
す

る
。
失
業
は
即
ち
そ
の
沈
澱

物
中

の

一
種

で
あ
る
。

從

っ
て
失
業
は
、
資
本
主
義

胱
會
に
於
け
る
景
氣
受
動

の
認

識
目
標

と
し
て
重
要
な
存
在
を
示
す
。
た

Ψ
そ
こ
に
は
、
肚
會

的
大
量
現
象

と
し
て
の
把
握
に
難
瓢
が
あ
っ
た
た
め
、
景
気
憂

動
を
捉

へ
る
徴
候
上

の
要
素
と
し
て
は
、
事
實
、
直
接
に
は
用

第

三
十
三
巻

九

二
二

第
六
號

一
三
占ハ

ひ

ら

れ

て

る

な

か

っ
た

が

、

そ

の

一
度

之

を

捉

へ
得

る
限

り

に

於

曜、
は

、
常

に

「
般

物

償

水

準

特

に
卸

費

物

償

指

敏

に
射

し

て

封

躊

的

關

係

を

示

す

も

の

と

し

て
考

へ
ら

れ

て

る

る

。

か

く

て

卸

費

物

償

指

撒

と

失

業

率

と

の

ク

ロ

ス
は

、

一
般

に
経

済

界

の

恐

慌

閾
…
係

を

示

す

も

の
で

あ

り

、
從

っ

て
見
恐
無
憂

動

カ

ル
テ

に

於

け

る
鋏

形

状

態

の
出

現

は

、

資

本

主
義

庶

會

の
死
線

に

直

面

せ

る
凶

相

で

あ

る

と

さ

れ

る

に

至

っ
た

。

私

は

其

の
例

と

し

て

　
し

モ
　
ラ

　ニ
しワ
コヘユ
コ
よ
り
　　　
ロ
リ
へ　
コ
ト
む

いコ
　

も

ゴみこ
　
　

フ

い
いし
ハトとロ

…
ザ

ニ

・」
ム『
ア
'漁

戸
…
∵
判

履

…「
.r
、

,4
歌

レ

ン
ゆ延
線

r㌧
弔
(
評
喋
偶

に

於

け

る

両

者

の
關

係

を

あ

げ

る
も

の

で

あ

る

が
、V

だ

が

そ

れ

ド

イ
ツ
、

フ
ラ

ン

ス
其
他

の
欧
洲
諸
国

、
北
米

合
衆
國

、

カ
ナ

ダ
、
濠

洲
等

に
於

い
て
も

、
同

じ
型

が
既

に
戦
後

幾
度

か
繰

返

さ

れ

て
み

る
。

し
か
も

最
近

我

々
は

、
更

に
新

に
同

じ

型

の
渦

巻

の
中

に
巻
込

ま

れ
て
る
る
。

蓋
し
、

一
九

二
九

年
末

の
米
國

に
於
け

る
ブ
ー

ム
以
来

起
り

つ
Σ
あ

る
連
続
急

激
な

る
卸
費
物

贋
水
準

の
下
落

は

、
深
刻

に
世

界
各
国

に
影
響

し
来
り

、
特

に

最
近

に
於
け

る

イ
ギ

リ

ス
(
第

一
表
)
及
び

ド

イ

ツ
(
第
二
表
)
の

歌
態

は
、

正
に
共

の
経

済

の
行
詰
り
を

示

し

つ
玉
あ
る
資
本
主

1)

2)
3)

此 の 黙 に つ)・ て は 高 田 博 士;景 気 徴 候 論 に っ)・ て(樫 濟 論 叢 第 三 十 三 巻 第 五

號)参 照 。

M丘llar;Po[iticians,FinanciersandCun・en,:〕 ・F,1931,PP.46-47.

、Vage皿ann}SしmkturmldRhytllmllsrler「i・VeltwiTtscl-LafL,S1931,・294;1【ite「'

nationalLabourOffice;UnemploymentjSorneInternationalAspects,1920-28),

1929・PP・15-28;,UnemploymentPS..=〕b:lems三nIg31,PP.Los-log・



義
組
織

の
苦
悶

の
象
徴
と
も
考

へ
得
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

だ

が
こ
の
苦
悶
は
、
更
に
同
時

に
最
近
に
於
け
る
大
量
失
業

の
堆

積
乃
至
こ
の
堆
積
内
に
醸
成
せ
る
毒
素
に
よ
る
自
家
中
毒
に
よ

っ
て
釜

㌃
強

め
ら

れ
つ
」
あ

る
。
こ

の
意
味

に
於

い
て
失
業
に

閲
す

る
分
析
及
び
そ

の
原
因

の
認
識
と
理
解
と
は
、
た
だ
に
ド

イ
ツ
に
於

い
て
の
み
で
な

い
、
現
代
に
於
け
る
世
界
経
済
は
勿

の
論

、
ひ
い
て
は
そ
の
各
聯
鎧
を
な
す
各
國
民
維
濟

、
こ
れ
ら
す

べ
て
σ
景
氣
診
断
上
、
見
逃
す
こ
と
を
得
な
い
根
本
的
問
題
で

あ
る
と
私
は
考

へ
る
。

ω

第

一
表

イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
失
業
者
籔
と
卸
貰
物
慣
指
数

年

失
業
者
籔

月

(軍
位
一〇
〇
e

一
九

二
九
年

九

月

+
二
月

一
九
.三
〇
年

三

月

六

月

九

月

+

二
月

一
九

=
二

年

】

月

二

月

九
三
八

一
、
〇
七
二

一
三

八
四

一
、
三
四
二

「
天
〇

一
、
八
五
四

二
、
〇
四
四

二
、
O
毒

卸

費

物
慣

指

敷

＼

1
-

i

商

務
省三

六
三
三

三
玉

一三=
六

】〇
九

δ
七

一
〇
六

ス

テ
ー〒
イ

ス
ト

エ

コ
ノ

t
ス

ト

景
気
攣
動
の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

三
三

三
八

一三
=
三
三一〇二

一9一2

三
六
三
二

二
.四

δ
八
一9九

五
九
二

九
二

三

月

二
、
〇
五
三

蚕

ハ

四

月

二
、
O
二
八

δ
六

δ
一

空

発

九
〇

り

第

二
表

ド
イ
ツ
に
於
け
る
失
業
者
数
と
卸
責
物
慣
指
数

年

月

登
雛

醸

)
。
)

一
九

二
九
年

九

月

十

二
月

一
九
三
〇
佐
・三

月

六

刀

九

月

+

二
月

一
九

三

[
年

一

月

二

月

三

月

四

月

一
、
二
冒西

二
、
八
三

瓢
、
〇
四
一

嵩
、
六
里

三
ヨ

茜

四
、
天

四

四
「
八
八
七

四
£

七
二

四
、
茜

四

四
、
三
五
八

卸
費
物
慎
指
数四 四 四 五 八 三 混 六 四 八

二

】
般

に
失
業
現
象

の
獲
生
は
、
勢
働
市
場

の
存
在
に
始
ま

る
。
從

っ
て
資
本
主
義
経
済

の
成
立
以
後
に
於
い
て
は
、
そ

の
機
構

の
内
的
矛
盾
は
、
勢
働
市
場

に
於
け

る
勢
働
需
給

の

不
適
合
を
通
じ

て
、
必
然
的
に
失
業
を
生
ぜ
し
め
る
に
至

っ

た
。
勿
論
農
業
又
.は
そ

の
他

の
特
殊
産
業
に
關

し
て
は
、
失

策
三
十
三
巻

九
一=
二

第
六
號

=
二
七

4)
5)

6)

ア)

Rees;.Unempl。ymentasan

I'aytQn51置Unelnp五 〇ym(;nしincvitabユe:脚

の 研 究,P.179-

S.D.N.AnnuaireStatistique,p・56.・

deStati5tique,Mai,193[,P・201・

S.D.N,;AnnuaireStatisしique,1931,

mensneldesbtistlqu61.Mai,Ig31,.P.
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景
気
攣
動
の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

ζ
の
例
外
は
あ
る
。
し
か
し

一
般
的
に
云

へ
ば
、
鼻
働
市
揚

の

成
立
後
は
生
産

の
期
節
的
攣
動
は
確
か
に
失
業
者
数

に
現
は
れ

て
来

る
。
然
し
其

の
量
的
考
察
は
困
難
で
あ
り
、
叉
殊
に
最
近

の
如
く
経
済
機
構
上

の
攣
化
に
於
け
る
必
然
的
關
係
よ
り
生
す

る
大
量
失
業

の
焚
生

に
於

い
て
は
尚
更
で
あ
る
。
唯
此
の
間
に

あ
っ
て
、
失
業
保
険

の
成
立
及
び
失
業
統
計
の
護
達

の
み
は
、

こ
の
失
業
状
態
を
把
握
す

る
上
に
確
實
な

る
資
料
を
與

へ
る
も

の
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。

蓋
し
、
前
者
即
ち
失
業
保
険

の
成
立
後
は
、
從
來
企
業
者
が

そ
の
不
況
時
に
於
い
て
爾

ほ
死
蔵

せ
る
勢
働
力
を
、
何
等

の
躊

.

躇
な
く
庭
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
黙
は
確

か
に
今
日
の
資
本
主
義
杜
會
の
機
構
に
於
け
る
災
悪
を
救
濟
す

べ
く
案
出
さ

れ
た
も

の
が
、
ま
さ
に
そ
の
及
ぼ
す
災
悪

の
程
度

を
示
す
も

の
で
あ
る
と
謂

ひ
得
る
。
こ
の
意
味
か
ら
云

へ
ば
、

表
面
的
に
失
業
保
険
が
種

々
の
道
義

的
弊
害
を
作
り
出
す
と
見の

る
考

は
、
軍
な

る
技
術

上

の
問
題

に
す
ぎ

な

い
と

い
ひ
得

や
う
。

次

に
失
業
統

計

の
方

面
か

ら
見

る
と
き
は

、

こ

の
勲

は
更

に

著

る
し

い
。

例

へ
ば
ド

イ

ツ
を
見

る
と

、
戦

前
に
於

い
て
、

一

策

↓二
十
三
巻

九
二
四

築
山ハ
號

一
三
八

の

般
に
取
扱
は
れ
た
も
の
は
、
失
業
に
閲
す
る
勢
働
組
合
統
計

及
び
拶
働
市
場
に
於
け
る
勢
働
供
給
量
で
あ
る
。
斯
く
の
如

き
資
料
に
於
い
て
も
、
も
と
よ
り
失
業

の
相
封
的
攣
動
に
封

ず
る
概
念
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

い
。

だ
が
そ

こ
に
は
何
等

の
絶
封
的
贋
値

が
見
出
さ
れ
得
な

い
。
然

る
に

命
日
に
於
い
て
は
、
失
業
保
険
は
義
務
的
に
強
行
さ
れ
て
る

鋤
る
。
從
っ
て
夫
業
統
計
は
ド
イ
ツ
に
於
け
る
失
業
大
量
を
ぱ

全
面
的
に
把
握
し
得

る
資
料
を
供
給
し
、
失
業
歌
態
を
確
實
、

に
理
解

し
得

る
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
ド
イ
ツ
に
於

い
て
か
く
の
如
く
し
て
焚
生
し
、
か

く
の
如
く
し

て
明
瞭

と
な
っ
た
失
業
状
態

は
、
世
界
大
戦
後

如
何
な
る
状
態
を
示
し
て
み

る
か
?

今

「
九
二
二
年
よ
り

最
近

一
九
=
二

年
四
月
に
亘

る
統
計
を
示
す
と
左
表

の
通
り

均

で
あ

る

第

三
表

ド
イ
ツ
に
於
け
る
失
業
状
態

勢
働
組
合
加
入
勢
働
者

危
機
救
済

登
録
失
業

年

月
衡

細

鱗

挙

誰
..)

一
九

二

二
年

山八

日
μ

0
。
六

〇
.六

一

1

8)此 の 鮎 は 農業 殊 に小 壷 店 に 多 い 。

勢 働 組 合 加 入勢 働 者 は 燃 販 の20'ぐ 戸 セ ン トに過 ぎ な い。9)
ド イ ツに於 い て失 業 保 険 は 、1913年 巳 に 肚會 民 岳 窯 に よっ て キ 張 され た が探10)

大 戦 後 再 び 問題 とな用 され る に 至 らず.唯 若 干 の都 市 の み が 行 っ て み た。

り、前 慶 二回 の 否 決 を経 てlg27年 漸 く職 業 紹 介 所 及 失業 保 険 法(Geselzueber
Arl・e猛』verm重1te且unguT.dArbeil51・ ・sc,welblchヒlullglと し て實 施 され るに 至 っ た 。

ii)s.D.N.;AnnuaireStatistique,1930,P.465一 … ・;op.cl【 ・1931・p.56・



十

二
月

一
九

二
三
年
山ハ

日
月

十

二
月

一
九

二
四
年
山八

日
月

十

二
月

一
九
二
五
」牛
山八

日
却

十

二
月

一
九

二
みハ
年
上八

日
〃

+

二
月

一
九

…一
七
い年
山八

日
却

+

二
月

一
九

二
八
年

山八

日
刀

十

二
月

一
九

二
九
年
山ハ

日
月

+

二
月

一
九

三
〇
年

山ハ

日
月

十

二
月

一
九

三

一
年

一

月

二

月

三

月

四

月

〒 手 車 車 〒 弄 亭 亭 卒 さ 号;さ 卒 ・}㍗ 亭 ノ}?今 写 〒
八 六 五 二 七 六 一 五 七 二 ん=三 七 ・一 四 五 一 四 ニ 一 八

_・ 一 一 一 四 一
八 八 九 九 六 二 八 六 七 五 三 二.七 七 九 五 六 九 二 五 八

二 ん 五 三 ん 《 立 毛 壷 ん ⊥.も 二と 三 λ 三 豊 幽6重 心

1o垂 垂嚢　き器1莞 量垂 葉異

1t1llf

一
、
二
六
〇

二
、
八
誓

二
、六
畳

四
、
三
八
四

四
、
八
八
七

四
、
九
七
二

酉
、
詣

五

四
、
毫

八

右
表

に
よ

っ

て
見

る
と
き
は
失
業

率

は
次
第

に
塘
加

し
來

り

景
気
攣
動

の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

一
九
三
〇
年
末
よ
り
は
殊
に
共

の
程
度

が
甚

だ
し
い
こ
と
が
容

易

に
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
か
く
の
如
き
状
態
を
示
し
て
み
る

失
業
は
、
蕾

に
ド
イ
ツ
に
於
け
る
事
情

の
み
で
は
な
く
實
に
最

近
に
於
け
る
世
界
各
国

の
共
通
現
象

で
あ
る
。

功

第

四

表

国

際

失

業

査

定

表

(
箪

位

百

萬

)

コ

あ
コ
コ

ユ
ロコ　

ロ

ゐ
ココリ
ラ

ロロ　

一
L刀

二

L刀

年

一
⊥刀

=
　C

身

ヒ
　
　
　
ト
　
　
　
ノ

　

一
八

日
月

十

二

月
.

六

日
月

十

二

月

一
、

失

業

度

官
同
位

一画

み
の
ドロ
　コも
　
　
ト
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ゆ

の
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副
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位

國

チ

エ

コ

・
ス

ロ

ゾ

ア

キ

ア

、

。ヘ

ル

ギ

ー

、

デ

ン

{

マ

ー

ク

、

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

、

オ

ラ

ン
ダ

、

ル

ー

マ

昌
ヤ

、

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

自

由

國

、

ハ

ン
ガ

リ

ー

、
ユ

ー

ゴ

ー

・
ス

ラ

ゾ

イ

ア

、
ス

イ

ス

、
カ

ナ

ダ

第

三
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五
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〇
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・
O
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一
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早
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五
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二
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二
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六

四
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一
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一
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光

二
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五
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一
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景

動気
練
馬動

の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ

ツ
の
失
業

三

、

失

業

度

低

位

國

フ

ラ

ン

ス

、

ブ

イ

ン

ラ

{

ン
ド

、

晶

晶
一

一ソ
ー

ラ

ン
ド

、

エ

ス

ト

昌
ヤ

、

リ

ト

ア

ニ
ヤ

四

、

世

界

O
・
一

〇
・
二

〇
・
二

七
・
四

一
一
・
〇

一
二
。
五

O
・
四

一
八
五

か
く

て
最

近

の
失
業

は
最
早

軍
な

る
景
気

の
干
満

現
象

で
は

な

い
。

そ
は
景

気

の
洪
水

現
象

と
し

て
の
み

理
解

さ

れ
る
。

こ

製
に
於

い

て
失
業

の
型

へ
の
恨
本
・的

反
省

が
必
要

と
な

る
。
私

に

こ

¢
」.理
彫
に
方

v
て
£
.可

L
ー

ブ
ヲ
ー

¢
タ
翼

¢
費
及

び
共
.

業

の
原

因

に
關

す

る
研
究

を
紹

介
せ
ん
と

す

る
も

の
で
あ

る
。

A
■
レ
ー
デ

ラ

ー

に

よ

れ
ば
、
彼

は
次

の
三
種

の
型
を
塞
・げ

て
る

る
。

「
に
期
節
的
失

業

、
二
に
循

環
的
失

業

、
三

に
経
済

的
馨

に
よ
桑

誉

れ

で
あ

勉

私
は
・
か
く
の
響

失

業

の
型
に
封
ず
る
帆
角

は
、
正
に
景
気
攣
動
輪
的
視
角

以
外

の

何

も
の
で
も
な

い
と
考

へ
る
。
然
ら
ば
レ
;
デ
ラ
ー
は
こ
れ
に

射

し
て
如
何
な

る
内
容
を
盛

っ
て
み
る
か
?

私
は
以
下
景
氣

徴
候
論
上

の

「
要
素
と
し

て
の
失
業

の
型
に
つ
い
て
順
次
彼

の

考

へ
を
論
じ

て
見
た
い
。

彼

の
謂

ふ
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
先
づ
第

一
に
期
節
的
失
業
は
、

第

一二
十
一二
巻

九

二
山ハ

酔弟
山ハ
號

一
四
〇

ド

イ

ツ
に
於
け

る
建
築

業
並

び

に
屋
外
勢
働

に
於

い
て
見

る
も

の
で
あ

る
。
そ
は

天
候

期
節

等

の
影
響

に
よ

る
も

の
で
あ
り

、

從

っ

て
そ

の
曲
線

は
夏
期

に
最
小

、
冬
期

に
最
大
を

示
す

。

こ

の
鮎

は
特

に
職
後

に
於

い

て
顕
著

と
な

っ
た
も

の

で
は
な

い
。

既

に

}
九

〇

七
年

及
び

一
九

=
二
年

に
亘

る
期
間

に
於

い
て
、

失
業

の
谷
は

七
月
乃

至
九

月

の
二
%
75

至

一
%
に
封

し
、

そ

の

峯
は
十

二
月

の
三

・
三
彩
を

示
し

て
居

っ
た

の
で
あ

っ

て
、
既

に

ヨ

=

"
)
り
.)
ρ

三

:
剛〕

'
)
膨

)

抽

一」L
ぼ
ご

σ
、雪

¢
恭

宅
を

一刀
づ
睦

¢
で
凌
7
賎

第

二

の
循

環
的
失
業

に
關

し

て
は
、
彼

は

こ

の
種

の
失

業
を

以

っ
て
景

気

の
循

環

的
攣
動

に
關
保

す

る
も

の
で
あ

る
と
見

て

み

る
。
換

.冒
す

れ
ば
、
景

気

の
上
昇

期
に
於

い

て
は
鐵

、
石
炭

、

そ
の
他

の
生
産
財

に
閲

す

る
基
礎

産
業

の
搬

張
は

極
度

に
達
し
、

清

費

財

に
關

す

る
も

の
は
消

極
的

と
な

る
。
從

っ

て

一
た

び
恐

慌
期

に
は

い
る
と
き
は

、
失
業

は
當
然

生
産
財
産

業

に
著

る
し

く
な

る
。

ド

イ
ツ
に
於

け

る
昨
冬

の
失
業

堆
加

は

、
斯
く

の
如

ヘ

ヘ

へ

き
立
場
よ
り
見

る
と
き
に
於
い
て
は
、
少
く
も
第

「
の
期
節
的

失
業
に
射
し

て
、
第
二
の
循
環
的
失
業

が
重
な

っ
た
結
果
で
あ

拘

る
と

い
ふ
こ
と
が

で
き

る
。
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然

ら
ば
第

三

の
経
済
的

機
構

に
よ

る
失

業

は
如
何
9
.

彼

の

云

ふ
と

こ
ろ

に
從

ふ
と

、
生
産

過
程

に
調
和

が
あ
り
、
且

つ
各

種

生
産
部
門

間

に
不

一
致

が
な

い
に
も
か
か

は
ら
す

、
あ

ら
ゆ

る
勢

働
者

が

一
の
維
・濟

に
於

い
て
飽

和
状
態

を
呈
し

て
組
織
的

失
業

が
起

る
こ
と
が

あ

る
。

そ
は
技
術

的
進
歩

、
領
土

の
攣
化

、

年
齢

及
び
性

に
よ

る
勢
働

人

口

の
成

立
に
於

け

る
攣
化

が

、
そ

の
結

果

と
し

て
組
織

的
失

業

を
箔
来

す

る
に
至

る
か
ら

で
あ

る
。

じ
ロ
ヒ
　

ヘ
ト

ア

ふ

コ
ユ

し
コききマ

つ
　コニ
ロしヒ
ひ
　
カ
　ア
　ト
ド

…
般

酢
、に
云

(
ぱ

カ
く

の
焚

き
矢
諜

は

役
碁

の
自
注
務

藪

割

麦

D
F

で
擾

て
ば

、
長

期
杓

に
韓

決
す

る
も

D
で
あ

る
。
即

ち
生

産
能

力

に
封

ず

る
事
實

の

}
致

、
ま

た
は
事
實

に
封

ず

る

生
産

能

力

の

一
致

に
よ

っ
て
解

決

す

る
も

の
で
あ
り

、
こ

の
限

り

に
於

い
て
、
償
格

政
策

に
よ
り

修

正
さ

れ

る
が
如
き
軍

純
な

る
均

衡
攣
動

の
問
題

で
は
な

い
。
勿
論

ま
た

、
牧

穫

の
豊

凶
、

特
殊

生
産

部
門

の
過
剰

生
産

に
よ

る
部
分

的
不

均
衡

の
如

き
問

題

で
も
な

い
。

そ
は
経
済

機
構

全
艘

に
於
け

る
根
本

的
攣

化

で

あ
り

、
生
産

及

び
分

配
過

程

の
徹

底
的

組
織
攣
更

を

必
要

と
す

る
も

の
で
あ

っ
て
、
も

は
や
軍
な

る
均
衡

の
回
復

の
如
き

も

の

勘

を
意

味
す

る
も

の
で

は
な

い
の
で
あ

る
。

景
気
攣
動
}
の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

要
す
る
に
、
か
く
の
如
き
見
方
は
、
失
業
を
以

っ
て
景
気
墾

動
論
的
に
見
た
も
の
で
あ
り

、
景
気
徴
候
要
素
と
し
て
の
失
業

の
意
味
を
語

る
も
の
で
あ
る
。
更
に
立
入
っ
て
考
察
を
行

ふ
と

き
は
、

レ
ー
デ
ラ
ー

の
考

へ
る
失
業
現
象

の
型
に
封
ず
る
立
場

角

は

、
ク
ー

ル
ノ
ー
に
依

る
第

二
型

に
属
す

る
も

の
で
あ
り

、
帥

ち

失
業

現
象

を
期
節
的

攣
動

、
循

環
的
獲

動

、
長
期
的
鍵

動

に

分
た

ん
と
す

る
も

の
で
あ

る
。
故

に

レ
ー
デ

ラ
ー

の
考

へ
は

ハ

:

ヴ

ァ
ー
ド
叉
.は

ア

フ
タ
リ

オ

ン
の
シ

ス
テ
ム
に
於
け

る
と
同

様

、
現
象

の
分
析

に

つ
い
て
は
、
厳
密
科

學
的

に
偶
然
的

不
規

則
的

攣
動

、
期
節

的
攣
動

、
循

環
的
礎
動

、
長
期

的
攣
動

の
四

種

と

せ
ん
と
す

る
考

へ
に
反
封
ず

る
も

の
で
あ

る
。
更

に

ワ
ー

ゲ

マ
ン
的
景
気

攣
動

の
見
方

に
從

へ
ば
、
第

一
及

び
第

二
は
週

期
的

循
環
的

攣
動
を

示
す

℃
Φ
二
〇
島
。・
畠
①
閑
9
<
①頓
巨
σQ
で
あ
り

、

第

三
は
長
期

的
攣
動

た

る

ト

レ
ン
ド
帥
ち

ω
巨

匠
9
「〈
臼
曾
号

『-

働

口
=
的

で
あ
る
。

ベ
ヴ

ア
リ
ツ
ヂ

の
所
謂

「
産

業
活
動

力

の
受
動

鋤

並
び

に
産
業

組
織

の
攣
革
」

と

い
ふ

の
も

亦

こ

の
意
味

を

示
す

に
外

な
ら

な

い
。三

寸昂
一二
十
一二
巷

・九
二
七

葉
山ハ
號

一
四

一

●
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景
氣
攣
動

の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

レ
ー
デ

ラ
ー

は
以
上

の
如
く
失
業

現
象
を
分

析
す

る
と
共

に
、

更

に
最

近

の
ド

イ
ツ
に
於

け

る
失
業

原
因

の
糖
括
的

叙
述

に
移

っ
て
み

る
。

匹
そ
失
業

の
原
因
に
つ
い
て
は
從
來
種

々
に
論
ぜ
ら
れ
て
る

カ

る

が

、
併

し
私

は

こ

玉

で
は

、

こ

れ
ら

の
原

因

の

一
々

に

亘

つ

　
ロぬ
りゆヘ

ノ
コ
コ

コ

レ
う

し
　
コ
　
コ
リ

ゐ

ロ
　

コ　
　ほ
ロ　ト

コ
ロ
じ
ニ
こ　
き
ロ

マ
弛

(
浸

と

づ

ぞ
遇

¢

て
ね

な

く

た

里
並即
勉
録

ゴ
一の
羅

漢

橿

溝

上

の
親

鐵

よ
り

見

た

る
失

業

の
原

因

を

述

べ

る

に

止

め

る
。

讒

し

ヘ
コ
脚

り

。ト

ィ

ツ

乙
袴

ナ

篇
無
、
握

制

懸

ワ
責

馴

よ

・
翼

等
割

醒一
-

'

ζ

ー

ズ

ー

「
!
!"一
一
.

ラ
r

F
π
σ

B

[

歩

F,一セ

月
,

節

的

又

は

循

環

的

見

方

に
よ

る
限

り

、

そ

の
決

定

的

把

握

は

到

底

困

難

で

あ

る
。

そ

は

世

界

大

戦

を

契

機

と

し

て
、

世

界

経

済

機

構

内

に

起

れ

る
重

塵

に
基

づ

く

ド

イ

ツ
経

濟

機

構
…内

に
於

け

ラ
エ

セ

ヨ
き
ヨノ
ヨ
ロ
コ

リ

コ
リ
ゐ

レ

ウ

ニ
　ロ
サ

コ
あ

け

　

に
コ

ヌ
。
荊

縞

劇

猿

贋

に
よ

る
邑

¢

で

あ

ぞ

と

圭
、
〈
る
カ

ら

で

あ

る
,

こ

の
意

味

に

於

い

て

、

ド

イ

ツ
最

近

の
失

業

の
原

因

は

こ

の
視

角

に
於

い

て
吟

味

し

、
考

察

す

る
こ

と

が
最

も

重

大

だ

と

考

へ

る
。然

ら
ば
か
く

の
如
き
立
場
か
ら
見

て
、
レ
ー
デ
ラ
ー
は
如
何

な

る
黙
を
以
っ
て
そ
の
原
因
と
し

て
擧
げ

て
み
る
か
?

即
ち

如
何
な

る
原
因
を
通
じ

て
戦
後
ド
イ
ツ
経
済

の
機
構
は
そ
の
失

策
三
十
三
巻

九
二
八

第
六
號

一
四
二

業
問
題

に
謝
し

て
暗
影
を
投
げ
か
け
て
み
る
か
?

私
は

以
下
こ

の
問
題
に
逐
次
説
明
を
加

へ
や
う
。
勿
論

こ
れ
ら

の
原
因

に
は
、
常
に
政
治
的
原
因
が
強
く
加
味
さ
れ
て
来

る
こ
と
も
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
此

の
瓢
も

こ
玉
で
は
預
っ
て
お
く
。

物

間
、
勢

働

人

口

の
数

に

於

け

る
噌

加

-

1

此

の
現

象

は

列

颯

㌍
時

で
ド

イ

ツ

に
於

ハ
て
著

る

し

ハ
。

争

一
肱

⊃

Lへ

,
一
1

,騨
1

ー

フ
陶

圏
r.一「

、

〆

圏
F
ノ
(

　ノ

年

と

7
九

二

五

年

と

の
聞

の
勲労
働

入

コ

(
十
五
歳

よ
り
六
十

歳

ま
で
)
を

イ

ギ

リ

ス
、

フ
ラ

ン

ス
、

ド

イ

ツ

の

三
國

に

つ

い

て
見

る
と

ぎ

は

、

そ

の
絶

射

的

人

口

に
於

い

て
も

、

そ

の
増

加

率

に
於

い

て
も

、

ド

イ

ツ
は

断

然

他

の

二
國

を
抜

い

て
み

る
。

帥

ち

左

表

の
通

り

で
あ

る

。

鋤

第

五
表

英

、
佛

、
蜀

の
勢
働
人
口
へ
軍
位
百
萬
)

國

」名

一
本
○
⊥ハ
年

一
九

二
五
雑
†

増
加

百
分
率

イ

ギ

リ

ス

一
九
、
五

二
四
、〇

二
二

フ

ラ

ン

ス

二
三
、
五

二
四

、五

五

ド

イ

ツ

三

二
、
五

四
〇

、五

二
五

こ

の
勢

働

人

口

の
雪

加

内

容

に
於

け

る
特

色

は

、

戦

後

2・)

22)
23)
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中
産
階
級
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ヤ
化
、
及
び
婦
人
勢
働
者

の
厘
倒
的

進
出
で
あ
る
。
前
者
は
所
謂
天
文
學
的
数
字

の
イ

ン
プ
レ
ー
,シ

ョ
ン
に
よ
る
公
債
、
貯
蓄
、
預
金
等

の
償
値

の
切
下
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
後
者
は
結
婚
難
、
経
済
的
猫
立

に
よ
る
過
剰
婦
人

の
勢
働
者
化
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
斯
く
て

一
九
二
五
年

に
於

い
て
は
、
婦
人
替
働

者
の
数
は
男
子
勢
働
者

の
藪
を
越

え
る
こ

と
二
百
萬
、
殊

に
そ
の
差
は
二
十
五
蕨
乃
至
四
十
五
歳

の
者

に

於
い
て
著

る
し
く
、
93
八
百
三
十
萬

に
封
ず

る
女
九
百
八
十
萬

を
示
し
、
釧
に
勤
し
約
百
五
十
萬
を
超
過
し
て
居

る
。
こ
の
勢

は
、
聲
働
人
口
総
数
に
於
け
る
女

の
男

に
封
ず

る
差
即
ち
前
記

二
百
萬
人

に
就

い
て
云

へ
ば
、
そ
の
約
四
分

の
三
を
占
め
る
も

の
で
あ
る
。

更

に
立
入
っ
て
考
察
を
加

へ
て
見

る
と
、
ド
イ
ツ
に
於
い
て

は
、
合
理
化
問
題
に
よ

っ
て
勢
働
者

一
般
が
、
等
し
く
失
業
問

題
に
苦

し
ん
で
居

る
と
云
っ
て
も
、
所
謂
勢

働
者
と
使
用
人
と

に
於
い
て
、
そ

の
状
態
を
異
配
し
て
み
る
。
即
ち
所
謂
聲
働
者

に
於
い
て
は
、
そ
の
敷
減
少
の
傾
向
あ
る
も
、
使
用
人
に
於

て

は
檜
加

の
傾
向

が
あ
る
。
特

に
従
来
機
械

の
力
に
よ
る
こ
と
少

量
氣
攣
動
の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

な
か
っ
た
鑛
山
及
び
建
築
藁
筆
に
於
い
て
は
、
合
理
化
運
動

に

よ
る
結
果
の
前
者

へ
の
影
響
強
く
、
同
じ
意
味
に
於

い
て
設
備

の
曾
加
並
び
に
改
善
に
件

っ
て
行
は
れ
る
生
産
の
専
門
化
及
び

標
準
化
は
、

一
般
生
産

の
設
備
並
び
に
生
産
過
程

へ
の
改
霊
口
こ

れ
が
統
制

の
進
歩
ど
共

に
使
用
人
的
勢
働
需
要

の
塘
加
を
生
ぜ

し
あ
る
こ
と
に
な
り
、
特

に
商
業
方
面
に
於
け
る
こ
の
種

の
増

加
は
(
百
貨
店
及
均

一
商
店
等
)
、
渡
落
中
産
階
級
の
婦
人
勢
働
者

を
嬰
,求
す
る
に
至

っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

「

落

合

の
年
讐

於
け
暴

馬
-
-
・
イ
ツ
に
於
け

る
勢
働

人

口

の
増
加

は

、
己

に
述

べ
た

る
が
如
く

で
あ

る
。
更

に
総
人

口
に
射

し

て
、
勢
働
年
齢

十
五
歳
乃

至
六
十
歳

の
者

が

如
何

に
墾

化
し

た
か
を
見

る
と
、
総
人

口
に

つ

い
て
は
、

一
九

「
○
年

に
於

け

る
五
九

百
萬
人

は
、

一
九

二
五
年

に
於

い

て
六

三
百
萬

人
に
達

し

て
居

り

、

更

に
勢

働
人

口

(
+
五
歳
乃
至
六
+

歳
)

に

つ
い
て
は

、

一
九

一
〇
年

に
於

い

て
、
総
人

口
に
鉗
し

五
八

。
ニ

バ
ー

セ
ン
ト
な

る

と

き

,

一
九

二
五
年

に
於

い
て
六

五

.
ニ

パ
ー

セ
ン
ト
で
あ

る
か
ら

、
そ

の
饗
化

は
七

パ
ー

セ

ン
ト

約

四
百
萬
人

で
あ

る
。

第
三
十
三
巻

九
二
九

第
六
號

一
四
三
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景
気
攣
動

の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

更

に
大
戦

後

に
於
け

る
兵

役
義
務

慶

止

は
勢

働
人

口
を
通

じ

て
ド

イ

ツ
の
経
済

状
態

と
密
接

な

る
關
係

を
示
し

て
み

る
。

こ

の
兵

役
慶

止

に
よ

っ
て
勢
働
市

場

に
は

い
り
込

ん

だ
人

口
は

五

十
萬

と
謂

は

れ
る
。
之

に
射

し

て
支
携

は

れ
る
失
業
手
當

は

、

極
め

て
莫
大

な

る
金
額

で
あ

る
と
考

へ
ら

れ
る
け

れ
ど
も

、
更

に

一
方

か
ら

云

へ
ば

、

こ
の
五
十
萬

の
軍
隊

を
維
持

す

る
に
必

要
な

軍
事

費

は

一
暦

人
な

る
も

の
で
あ

る
と

い
は
れ
、
今

日
民

兵

に
針

し

て
支

抑

は

れ
都
軍
事
費

中

の
俸
給

及

び
恩
給

の
み
を

以

っ

て
し

て
も

、
己

に

こ
の
失
業

手
當

の
金
額

を
超

過
す

る
の

事
實

を

示
し

て
み

る
も

の
で
あ

る
と
謂

は

れ
る
。

か
く

の
如
く

失
業

は
、
ド

イ

ツ
に
於

い

て
は
最

も
注
目

さ

る

ミ
き

ユ
　
ロこ
う

き

ドえ

ぐ
ア
カ

コ
ニ
ラ

ヘ
ニ
ヒ
ヘ

ニ
　
モ

く

(
き
蓬

¢
.て
誇

る

甕

L
安

価

プ
に

《

)
て
髭

そ

¢
撃

オ

と

の
組
合

せ
が
適
當

に
行
は

れ
る
も

の
で
あ

る
と
主
張

す

る
も

の

が
あ

る
け

れ
ど
も

、
實
際

に
於

い
て
は
、
資
本

が
摩
擦

な

し
に
、

容

易

に
使

用

さ

る
べ
き
勢

働
力

と

「
致

し
得

る
も

の
で
は
な

い
。

寧
ろ

反
封

に
勢

働
人

口
の
急
劇

な

る
増
加

こ
そ
は

、
失

業

を
將

來

す

る
も

の
で
あ

る
。
勢
働

力

の
供
給

が

、
直
ち

に
吸
牧

さ

れ

る
が
如
き

こ
と
は
経
済

全
膿

に
於

い
.て
も

、
ま
た
特

殊
部
門

内

第

一二
十
コ
一巻

L兀
一二
〇

築

山ハ
哺鵬

一
四
四

に

於

い

て
も

、

共

に
存

在

し
な

い
と

考

へ
ら

れ

る
。

需

要

の
増

箏

加
が

一
定
し
且

つ
そ
が
資
本
及
び
企
業

の
増
加
を
決
定
す
る
と

ヨ2
8

き

に
於

い
て
は

、
屡

ζ
需
要

の
塘
加

は
其

の
弾

力
性
を
失

ひ
、

-座

そ
の
攣
化
は
極
め
て
徐
々
に
し
か
行
ば
れ
る
に
過
ぎ
な
く
な
る
。

弘

尤

も
個

々
の
場

合

に
於

い
て
は

、

「
企
業

内

の
勢

働
者

数
は
豫

19
畠m

め
何

等

の
攣

化
な
く

増
加

す

る
こ
と
も
あ
り

得

る
。

し
か
し

か

㎜

み

如
褻

・
縛

し
ろ
極
め
て
稀
で
・
つ
て
、
・
れ
以
外
∴

ほ

へ
し

あ

ド

い
セ

へ
ゆア
め

ア

ヒ

し
ヘ
ヂコ

　

ロか
ユ

ロ

レ

へ

あ

ド
ぬ

ヨ
ツ

びぼ

い

じ
イ

リ

　

レ
へ
ゆ
　コハし
め

ド

ご
ゆ

方

)

マ
k
多

種

プ

型

荊

¢

瑳
力

に

月
盟

顧

年

収

ヨ

身
を

召

㎝

ぜ
し

め

る
も

の
で
あ

る
。

脚

三
、
栗

の
不
ト

栞

の
襲

芝

つ
い
て
は
面

恥

已
に
述

べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
経
済
の
獲
展
が
正
常
な
る
過
程

艦

を
と

る
と
き

は

、
勢

働
人

口

の
層
加

に
射

し

て
は

、

「
般

に
貯

㎝

葉

吸
牧
作
用
魯

む
。
・
の
生
委

本
は
・
生
雷

ひ
い
て

㎞㎞

は
沿
…費
財
の
生
塵
設
備
櫨
張
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
併

副

し
か
く

の
如

き
資

本

の
供
給

が
困
難

と
な
り

、
或

は

不
可
能

と

d。

な
る
と
き
に
於
い
て
は
、
奢

れ
に
・
霧

響

の
震

㎝1

は
不
十
分
と
な
り
、
失
業
は
必
然
的
に
起
ら
ざ
る
を
得
ざ

る
に

鋪

至

る
。



此

の
視

角

に
於

い

て
、
ド

イ

ツ
が
先

づ
考

へ
な

け

れ
ば
な
ら

な

い
こ
と
は
、
戦
債
賠

償
義

務

の
放
棄

で
あ

る
。
蓋

し
か
く

の

如
き
債
務

の
支
梯

は
、
蓄
積

さ

る
べ
き
利

潤

に
よ

る
も

の
で
あ

る
限
り

に
於

い

て
、

そ

の
放
棄

を

行
は
な
け

れ
ば
、
そ

の
利

潤

を

ぱ
ド

イ

ツ
に
於

け

る
生
産
設

備

に
射

し

て
投

ず

る
こ
と

が
で

き
な

い
か

ら
で
あ

る
。
少

ぐ
も

ド

イ

ツ
に
於

い
て
、
戦
債
賠

償

の
義
務

あ

る
限

り

、
利

潤
は
蓄
積

さ

れ
す
、

こ

れ
に
よ

る
新

な

る
投

資

も
行

は

れ
す

、
從

っ
て
勢

働
者

も
吸
放

す

る
こ
と
が

で

-

「
一

妨

謬
C
芝

短
こ
引
剛
'
ヌ
周

四
、
技
術

的
進

歩
-

一

【
九

二
五
年

以
来

、
大

工
業

の
技

術

は
、̀
合

理
化

の
影
響

を
受

け

て
本
質

的
な
攣

化

が
齎

ら
さ

れ
た
。

そ
れ
は

ア
メ
リ
カ
工
業

と

の
競

争

に
於

い

て
助
成

さ

れ
た
も

の

で
あ
り

、
縦

及

び
横

の
關
係

に
於
け

る
分
…業
に
よ

る
組
織

の
改

善

、
生
産
技
術

の
根
本

的
攣
化

等

、
あ
ら
ゆ

る
部
門

に
於

い

て

徹

底

的
な
影
響

を

示
し

て
み

る
。
特

に
鋸
葉

、
建
築
業

、
化

學

工
業

、
重

工
業

、
機
械

工
業

、
並

び
に
織
維

工
業

に
於

い
て
著

る
し
く

、
そ
は

必
然

的

に
失

業
を
惹

起

し
た

。
し
か
も
統
計

に

よ
れ
ば

、
採
炭

、
探

鑛

、
化
學

工
業

、
建
築

工
業

の
如
き
最

も

景
気
繍
偶動

の
型
よ
り
　見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

重

要
な

る
産
業

に
於

い
て
は
、
近
年

は
そ

の
勢

働
者
敏

の
塘

加

を

示
し

て
み
な

い
。
從

っ
て
過
剰
勢
働
者

は
、
新
産
業

部
門

、

商

業
部

門

、
又

は
官

公
磨

に
向

っ
て
流

れ
ざ

る
を
得

な

い
が
、

こ
れ
も
そ

の
吸
牧
力

は
著

る
し

い
も

の
で
は
な

い
。
経
済

的
見

地

か
ら
見

て
技
術

的
進

歩
が
希

望

さ
る

べ
き
も

の
な
り

や
否
や

の
問
題

は
、
實

に
這
般

の
合

理
化
運
動

の
結
果

示
さ

れ

て
み
る
。

A
、
日

で
は
如

何
な

る
も

の
と
雌
も
、
最
近

に
於
け

る
こ
の
急

変

ヒに
ぼヒ
ロ

ハ
　
コニ
ョコ　
ウふ
ヘ

ニ
しヒドく
ニ
　
う
じ

コヨ　
ド

ロ

ノ
ド

浸

之
∠
[
翠

41
荊

耳

カ

タ
課
≠

¢
翼

を
著
増

せ
し

め
た

こ
と
を

疑

ふ
も

の
は
な

い
。

そ
し

て
そ

り
失
業
者

に
断

し

τ
ま
、
南

嚢

1

.「

.
1
馳コ幽■

,
～

一r
.閲國
.
F'

部

門

の
み

が
僅

か

に
そ

の
吸

枚
方
を
示

し

て
み

る
。

こ

の
こ
と

は
如
何

に
資
本

主
義

組
織

に
於
け

る
資

本
構
成

の
高

次
な

る

工

業

が

、
根
本

的

に
疲
弊

し

て
み

る
か
を
示
す
事
實
上

の
根
糠

で

あ

る
。

が
そ
は
ま
た
同

時

に
、
資
本
構

成

の
比
較
的

低
次
な

る

商
業

が

、
そ
の
表
面
上

に
於
け

る
小
額
資
本

の
た

め
に
如
何

に

相
樹

的

に
有
利

な

る
地
位

に
あ
る
か
を

示
す
も

の
で
あ

る
。

要
す

る
に
技

術
的
進

歩

の
急

激
な

る

リ
ズ

ム
は
、
著

る
し
く

の

今

日

の
失
業

を

支
配
し

て
み
る
.㏄
ド

イ

ツ
工
業
は

こ

の
影
響

か

ら
菟

れ

る
こ
と

が
で
き

な

い
。
蓋

し

ア

メ
リ
カ
と

の
競
争

は

、

第

三
十
三
巻

九
三

一

第
六
號

一
四
五
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景
氣
獲
動

の
型
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
失
業

ド

イ
ツ
を

し

て

「
途

に
急
速

な

る
合
理
化

の
途
を
辿

ら
し

め
る

か

ら

で
あ
る
。

さ

れ
ば
と

云

っ
て
ま
た
他
方

、
英
国

の
事
情

を

見

て
も
、
菖

式

な

る
生
産

様
式

に
よ

っ
て
て
も
失
業

は
到
底
避

へ

へ

け
ら

れ
な

い
。
況

ん
や

、
よ
り
有
力

な

る
競
争

者

が
市

場

の
開

拓

に
努

め
、
且
又
高

き
生
産
費

に
よ

る
生
産
物

の
販
費

を
妨

げ

る
に
於

い

て
尚

更

で
あ

る
。

こ

玉
に
於

い
て
、
世

界

に
於
け

る

生
産

力
護
展

へ
の
肚
會

的
統
制

の
み
が

、
僅

か

に
経
済

の
動
旛

を
防

ぐ
も

の
な

る
嬬
と
を
信

ぜ
ざ

る
を
得

ざ

る
デ

レ

ン

マ
に
陥

賜
る

。

四

か
く

の
如
き
も
の
は
即
ち

レ
ー
デ
・フ
ー
の
組
織
的
失
業
を
支

配
す
る
.要
素
で
あ
る
し
失
業
原
因
中
か
く

の
如
き
も

の
は
、
巳

に
述

べ
た
る
が
如
く
、
景
気
攣
動
輪
的
視
角
か
ら
す
れ
ば
、
軍

な
る
期
節
的
攣
動
又
.は
循
環
的
憂
動

の
原
因
と
し

て
存
立
せ
ざ

る
こ
と
は
明
か
で
あ
っ
て
、
そ
は
長
期
的
鍵
動
換
言
す
れ
ば
経

濟

の
有
機
的
組
織
の
攣
化
即
ち
所
謂

ト
レ
ン
ド
の
構
成
要
素
を

示
す
も

の
で
あ

る
。

景
気
攣
動
論
的
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
経
濟
現
象

の
時
系
列
的

第
三
.十
=　巻

九
三
二

第
六
號

一
四
みハ

把
握
に
於

い
て
中
心
と
な
る
も

の
は
、
無
論
循
環
的
攣
動
で
あ

ら
う
。
然

し
今
日
の
如
く
経
済
現
象
が
最
も
強
く
政
治
的
色
彩

「
を

帯

び

、

し

か

も

一
般

に

ト

レ

ン
ド

の
攣

化

が
循

環

的

響

動

と

共

に
存

在

し

て
居

る
が

如

き
場

合

に
於

い

て

は

、

ト

レ

ン
ド

の

認

識

把

握

は

釜

ミ
重

要

と

な

る

に

至

る
。

こ

の

こ

と

は
素

よ

り

注

目

す

べ
き

こ

と

で

あ

る
。

然

し

こ

れ

と
共

に
注

目

す

べ
き

こ

と

は

、

か

く

の
如

き

景

気

徴

候

の
研
究

と

共

に

な

さ

る

.へ
き

資

匡

往

歳驚
t
団御
』
、,
商
.域嵯

戸
旧
制

』
1陀,
一町

びし
守
旧
臥ノ
ヒ,
3

肋℃

ρ」
卜」
中門
・
、、
"幽駒

フ

二
一,
一
・芽
一珊
4
【
び
翌

週

脈
匿
田
7し.
,!。
r假
署
フ
.マ
浅
.レ!.

'才

ズ

に
馨

刻

ゴ
」

義

の

0
9
且
pρ
ヨ

o
「
雪

止
屋
雷
同

は

、

北
　
の

好
景

気

に
封

ず

る

攻

撃

戦

に

於

い

て
は

極

め

て
張

力

で
あ

る

が

、

其

の
不
景

気

に

謝

す

る
退

却

戦

に

於

い

て
な
薄

弱

で
あ

る

と

い

ふ

こ

と
を

知

る

が

う

ラ　
コ
ロ
セ

も
　に

ラ
ア

ドへ
じ

コし
エ
レ
コ

ヒ

コ
ヒ
コロ
も
ロ

も
　
ヨヒ
ノ

因

薙

に

4

ヲ

¢
蟄

イ

汐

ナ
蓮

却

翠

に

甜が
V

て
も

諒

し

て
産
.

業

豫

備

軍

の
所

置

に

於

い

て
要

當

を

得

、
再

び
捲

土

車

來

の
勢

力

を

つ
く

り

得

る

や

否

や

に

つ

い

て
は

深

き

開

心
を

彿

は

ん

と

す

る
も

の

で
あ

る
。

(
一
九

三

一
、

一
一
、
四
)

27)L・d・ ・er・ ・P・cit.PP・284-285 .


